
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年２月２８日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

ヒートユニット 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 遠赤外線ヒーター用いた、有線式の温度コントローラ及びタイマー機能を有する

美容目的の温熱機器である。 

 形態としては、次のものがある。 

 （１）寝袋形態のもの：頭部以外の全身を温める。 

 （２）ベットシート形態のもの：シートに接した部位を温める。 

 （３）ブーツ形態のもの：足を温める。 

 （４）帽子形態のもの：頭部を温める。 

 

○構造、仕様、意匠 

 定格等：（１）１００Ｖ、３００Ｗ、温度調節３０～６０℃、タイマー５～ 

９５分 

     （２）及び（３）１００Ｖ、詳細は未定 

     （４）１００Ｖ、４０Ｗ、温度調節３段階詳細未定、タイマー１～ 

６０分 

○主な使用者、販売先 

エステサロン、一般家庭 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 （１）は、特定電気用品中、電熱器具の「電気サウナバス」として取り扱う。 

 （２）～（４）は、特定電気用品以外の電気用品中、電熱器具の「その他の理容

用電熱器具」として取り扱う。 

 

（理由） 

 （１）は、美容目的ではあるが、頭部以外の全身を温め発汗を目的とするもの 

   であることから、「電気サウナバス」として取り扱うことが妥当と判断する。

 （２）～（４）は、美容目的で、特定の部位を温めるものであることから、「そ

の他の理容用電熱器具」として取り扱うことが妥当と判断する。 

 

 


